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ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
を

着
目
す
れ
ば 超

越
論
的
方
法
論
の
射
程

(
1
)
 

一
九
三
二
年
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
依
頼
を
受
け
て
、
彼
の
私
設
助
手
の
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ィ
ン
ク
は
、
『
第
六
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
を
作
成
し
た
。

こ
の
表
題
は
、
「
超
越
論
的
方
法
論
の
理
念
」
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
「
方
法
」
の
主
題
的
な
解
明
や
正
当
化
を
め

フ
ィ
ン
ク
本
来
の
意
図
は
、
彼
独
自
の
構
想
に
よ
っ
て
現
象
学
的
哲
学
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
あ
る
。
彼
の
構
想
は
、
全
体
と
し
て
ヘ
ー

ゲ
ル
の
弁
証
法
的
な
目
的
論
に
依
拠
し
て
お
り
、
特
に
『
第
六
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
に
は
、
こ
の
こ
と
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に

フ
ィ
ン
ク
は
、
根
本
的
に
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
か
ら
離
反
し
て
い
る
、

だ
が
、
三

0
年
代
の
フ
ィ
ン
ク
の
息
索
は
、

仕
方
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
延
長
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
現
象
学
の
現
象
学
」
と
し
て
、

フ
ッ
サ
ー
ル
と
は
異
な
っ
た
観
点
か
ら
根
本
的
に
捉
え
直
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
特
に

「
超
越
論
的
観
視
者

(
t
r
a
n
s
z
e
n
d
e
n
t
a
l
e
r
Z
u
s
c
h
a
u
e
r
)
」
な
ど
の
「
自
己
」
の
問
題
系
に
関
し
て
フ
ィ
ン
ク
は
、

そ
し
て
独
自
の
展
望
を
開
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
展
望
と
そ
の
可
能
性
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、

ざ
し
て
は
い
な
い
。

I

三
0
年
代
の
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ィ
ン
ク
の
息
索
よ
り
1

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

家

高

フ
ッ
サ
ー
ル
と
は
別
の

洋

フ



た
い
。
『
追
悼
』
で
は
、

て
、
『
追
悼
』
の
特
色
は
、
「
記
述
」
や
「
理
念
視

(Ideation)
」
、
「
エ
ポ
ケ
ー
」
や
「
還
元

(
R
e
d
u
k
t
i
o
n
)
」
な
ど
、
通
常
フ
ッ
サ
ー
ル
の

現
象
学
の
「
方
法
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
思
惟
の
決
定
的
な
根
本
特
徴
は
、
根
源
的
な
も
の
へ
と
絶
え
ず
問
い
返
す
こ
と
で
あ
る
。
根
源
性
へ
の
彼
の
傾
向
は
、
ま

ず
、
伝
統
的
な
哲
学
に
対
す
る
反
発
と
し
て
現
れ
た
。
と
い
う
の
は
、

で
あ
り
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
に
つ
い
て
の
三

0
年
代
の
フ
ィ
ン
ク
の
理
解
が
、
簡
潔
で
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

そ
の
発
言
は
、
未
規
定
で
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
思
惟
の
特
徴
か
ら
捉
え
直
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
『
追
悼
』
の

フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
、
伝
統
的
な
哲
学
の
様
々
な
洞
察
は
、
曖
昧

そ
の
方
法
は
、
推
理
や
論
証
に
基
づ
い
て
間
接
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
全
て
の
哲
学
の
命
題
の
一
貰
し
た
明
示
を
要
求
し
た
。
明
示

(
A
u
s
w
e
i
s
u
n
g
)
と
は
、
存
在
者
の
根
源
的
な
自
己
能
与

主
な
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

我
々
は

一
九
三
八
年
の
『
フ
ッ
サ
ー
ル

(
3
)
 

（
一
八
五
九
ー
一
九
三
八
）
追
悼
』

（
以
下
『
追
悼
』
と
略
す
る
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し

第
一
節
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
に
つ
い
て
の
フ
ィ
ン
ク
の
理
解

0
年
代
の
フ
ィ
ン
ク
の
現
象
学
的
哲
学
の
試
み
全
体
を
指
し
て
い
る
。

以
下
の
順
序
で
我
々
は
本
稿
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
三

0
年
代
に
フ
ィ
ン
ク
が
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
全
体
を
ど
う
理
解
し
て
い

フ
ィ
ン
ク
の
基
本
的
な
発
想
を
た
ど
っ
て
み
る
。
そ
し
て
最
後
に
フ
ィ
ン
ク
の
構
想
を
我
々
な
り
に
考
え
直
し
て
み
た
い
。
な
お
、
本
稿
の

表
題
の
「
超
越
論
的
方
法
論
」
と
は
、

『
第
六
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
だ
け
で
は
な
く
、
「
現
象
学
を
行
う
こ
と
の
現
象
学
的
学
」
と
し
て
の
三

た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
フ
ィ
ン
ク
の
構
想
を
判
明
に
す
る
た
め
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
の
「
方
法
論
」
を
概
観
し
、
続
い
て

(
2
)
 

08

本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

ー
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(
S
e
l
b
s
t
g
e
b
u
n
g
)
 

で
あ
る
。

つ
ま
り
、

へ
の
帰
還

(
R
l
i
c
k
g
a
n
g
)
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
存
在
者
は
、
自
分
自
身
か
ら
自
己
を
示
し
、

な
内
実
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
「
事
象
そ
の
も
の
」
だ
け
が
、
あ
ら
ゆ
る
妥
当
な
言
表
の
唯
一
の
正
し
い
根
拠
と
し
て
定
め
ら
れ
る
の

理
論
的
な
規
定
は
、
自
己
を
示
す
事
象
、
す
な
わ
ち
「
現
象

(
P
h
a
n
o
m
e
n
)
」

こ
の
要
求
に
従
う
解
明
の
方
法
が
、

記
述
に
お
い
て
、
様
々
な
概
念
は
予
め
決
定
さ
れ
て
お
ら
ず
柔
軟
に
変
動
を
受
け
入
れ
う
る
の
で
、
直
観
的
に
与
え
ら
れ
る
存
在
者
の
多

様
な
構
造
に
密
着
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
し
か
し
、

現
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。
記
述
は
、
豊
富
な
現
象
に
目
を
通
す
こ
と
で
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
本
質
直
観
」
（
理
念
視
）
を
準
備
す
る

こ
と
に
な
る
の
だ
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
「
本
質
直
観
」
を
、
様
々
な
可
能
性
の
先
行
的
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
条
件
に
結
ぴ
付
け
て
考

え
て
い
た
。
だ
か
ら
、
本
質
を
理
念
視
が
捉
え
る
た
め
の
地
盤
を
得
る
の
は
、
存
在
者
の
直
観
的
な
自
己
能
与
に
つ
い
て
の
豊
富
な
記
述
に

フ
ィ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、

「
方
法
」

「
志
向
的
な
相
関
項
」

記
述

(
D
e
s
c
r
i
p
t
i
o
n
)

で
あ
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、

で
あ
り
、
真
理
は
、
「
志
向
的
な
自
己
能
与
」

記
述
に
よ
る
規
定
は
、

で
あ
る
。
「
志
向
性
」
は
、

そ
の
現
実
の
豊
富

へ
と
結
び
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
全
て
を
拾
い
上
げ
る
よ
う
な
再

明
示
と
記
述
と
理
念
視
ヘ
フ
ッ
サ
ー
ル
の
意
図
は
、
確
実
性
へ
の
彼
の
傾
向
に
基
づ
い
て
い
る
(
8
3
)

。
そ
れ
ら
の

の
実
行
に
お
い
て
、
存
在
者
と
真
理
と
の
意
味
が
、
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
存
在
者
は
、
「
現
象
」
す
な
わ
ち

フ
ッ
サ
ー
ル
の
思
惟
の
最
初
の
局
面
で
し
か
な
い
(
8
4
)

。
彼

の
思
惟
の
「
本
来
的
な
」
特
色
は
、
志
向
性
の
問
題
を
徹
底
的
に
追
求
し
仕
上
げ
て
い
く
過
程
で
現
れ
る
の
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
自
ら
に
妥
当
し
通
用
し
て
い
る
世
界
全
体
を
問
題
に
す
る
こ
と
で
、
自
明
に
存
在
し
て
い
る
存
在
者
を
手
放
す
。
世
界

し
か
し
、
志
向
性
に
定
位
し
た
上
述
の
現
象
学
は
、
フ
ィ
ン
ク
に
よ
れ
ば

あ
る
。

お
い
て
な
の
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
の
生
涯
の
中
心
的
な
問
題
で
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「
全
体
」
を
問
題
に
す
る
と
い
う
普
遍
性

(Universalitat)

に
お
い
て
、

う
こ
と
に
お
い
て
、

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、

人
間
の
心
の
中
の
こ
の
奥
底
を
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
徹
底
主
義

(
R
a
d
i
k
a
l
i
s
m
u
s
)

エ
ポ
ケ
ー
と
呼
ぶ
。

そ
の
よ
う
に
問
う
こ
と
自
身
と
、
そ
し
て
自
ら
の
心

(Seele)

奥
底
に
お
い
て
、
世
界
の
自
明
性
が
予
め
生
じ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
、
現
在
、

が
現
れ
る
。
志

向
的
な
相
関
項
と
し
て
の
「
存
在
」
の
理
念
は
、
彼
の
思
惟
の
本
来
的
な
運
動
の
中
で
、
自
明
な
世
界
の
「
妥
当
性

(
G
e
l
t
u
n
g
)
」
と
し
て

展
開
さ
れ
る
。
妥
当
性
と
い
う
概
念
は
、
「
判
断
の
妥
当
性
」
な
ど
の
理
論
的
な
意
味
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
存
在
者

が
哲
学
以
前
に
我
々
に
と
っ
て
あ
る
よ
う
な
、
全
般
的
な
在
り
方
を
指
し
て
い
る
。
存
在
者
は
、
最
も
自
明
な
も
の
と
し
て
我
々
に
妥
当
（
通

用
）
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
（
自
ら
を
も
含
め
た
）
存
在
者
だ
け
で
な
く
、
世
界
全
体
の
妥
当
も
問
題
に
し
た
。
自
明
性
の

エ
ポ
ケ
ー
に
よ
っ
て
自
明
な
も
の
を
手
放
す
こ
と
は
、
探
究
の
端
緒
で
あ
る
。
エ
ポ
ケ
ー
は
、
「
現
象
学
的
還
元
」
の
契
機
の
―
つ
で
あ
る
。

の
中
の
奥
底
と
へ
向
か
っ
た
。
こ
の

そ
れ
を
問
う
こ
と
自
身
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
「
超
越
論
的
主
観
性
」
と
名
づ
け
る
。
心
の
こ
の
奥
底
へ
の
帰
還
（
「
還
元
」
）
に
お
い
て

つ
ま
り
は
「
根
源
的
な
も
の
」
に
つ
い
て
の
彼
本
来
の
概
念
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
還
元
と
は
、
「
自
然
的
態
度
」
か
ら
人
間
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
が
自
然
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
彼
が
あ
ら
か
じ
め
憔
界
を
自
明
な
妥
当
性
に
お
い
て
保
持
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
態
度
に
お
い
て
人
間
の
生
は
、
自
ら

つ
ま
り
、
自
己
を
忘
却
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
自
然
的
態
度
に
は
三
つ
の
性
格
が
あ
る
。

自
然
的
態
度
の
第
一
の
性
格
は
、
我
々
が
対
象
的
な
も
の
へ
と
つ
な
ぎ
止
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
‘
志
向
的
な
性
格
で
あ
る
。
こ
の
た
め

に
我
々
は
、
存
在
者
の
理
念
を
、
ま
ず
「
物
」
の
モ
デ
ル
で
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
時
、
我
々
は
、
主
観
の
側
の
匿
名
の
様
々

か
ら
離
れ
て
外
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
存
在
と
真
理
に
つ
い
て
の

「
現
象
学
的
還
元
」
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
哲
学
の
決
定
的
な
転
回
を
示
し
て
い
る
。

エ
ポ
ケ
ー

つ
ま
り
、
世
界
の
妥
当
性
を
普
遍
的
に
問

拘
束
か
ら
徹
底
し
て
身
を
引
き
離
そ
う
と
す
る
精
神
の
態
度
を
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
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『
追
悼
』

で
の
フ
ィ
ン
ク
の
主
張
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
根
本
的
な
特
徴
を
、
明
証
性
や
直
接
性
を
め
ざ
す
確
実

に
と
っ
て
主
観
性
こ
そ
が
、
根
源
性
の
原
理
な
の
で
あ
る
。
以
上
が
『
追
悼
』

の
主
な
内
容
で
あ
る
。

自
己
能
与
の
自
己
能
与
と
し
て

フ
ッ
サ
ー
ル

「
存
在
」
を
主
観
主
義
的
に
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は

な
総
合
に
対
し
て
盲
目
な
の
だ
。
こ
れ
ら
の
総
合
こ
そ
が
、
対
象
の
意
味
の
形
成
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
然
的
態
度
の
第
二
の
性
格
は
、
世
界
の
中
へ
と
捕
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
人
間
も
、
「
世
界
の
中
の
人
間
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
表
れ
て
い

自
然
的
態
度
の
第
三
の
性
格
は
、
意
味
の
歴
史
性
の
忘
却
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
人
間
は
、
志
向
的
な
相
関
関
係
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に

完
全
に
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
我
々
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
の
は
、
感
性
的
な
自
然
に
属
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
数
や
法
や
国
家
な
ど

の
形
成
物
も
同
様
な
の
で
あ
り
、
自
明
な
も
の
と
し
て
我
々
は
、

さ
て
、
還
元
は
、

そ
れ
ら
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
自
然
的
態
度
」
の
撤
廃
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
時
、
還
元
が
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
、
人

間
の
自
己
理
解
を
も
拘
束
し
て
い
る
客
体
主
義
の
破
壊
で
あ
る
。
客
体
主
義
的
な
存
在
の
理
念
を
手
放
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
場
合
「
真
な
る
存
在
」
と
は
、
「
超
越
論
的
な
」
心
の
奥
底
で
は
た
ら
い
て
い
る
様
々
な
総
合
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
志
向
的
な
生

(
L
e
b
e
n
)
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
真
理
」
の
理
念
は
、
志
向
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
も
は
や
単
純
な
自
己
能
与
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

つ
ま
り
、
存
在
者
の
意
味
形
成
に
つ
い
て
の
反
省
的
な
分
析
的
認
識
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

性
で
は
な
く
、
そ
の
普
逼
性
と
徹
底
性
に
見
る
こ
と
に
あ
る
。
フ
ィ
ン
ク
は
、
普
逼
的
な
工
ポ
ケ
ー
と
現
象
学
的
還
元
と
を
重
視
す
る
。
こ

(
4
)
 

の
こ
と
は
、
「
世
界
の
根
源
」
と
し
て
超
越
論
的
主
観
性
こ
そ
が
、
現
象
学
本
来
の
主
題
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
碁
づ
い
て
い
る
。
普
逼
的
な

る。

つ
ま
り
、
世
界
は
、
存
在
者
の
唯
一
の
意
味
地
平
と
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フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
は
、
反
省

(
R
e
f
l
e
x
i
o
n
)

ー
エ
ポ
ケ
ー
に
よ
っ
て
存
在
者
と
世
界
と
の
自
明
性
か
ら
抜
け
出
し
、

観
性
へ
と
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。
志
向
的
な
相
関
関
係
全
体
も
、
超
越
論
的
主
観
性
の
構
成
の
問
題
系
に
含
ま
れ
る
。
構
成
の
重
視
は
、

ィ
ン
ク
だ
け
で
は
な
く
て
、

絶
対
的
な
世
界
に
つ
い
て
の
神
の
創
造
と
そ
の
創
造
の
連
続
の
問
題
に
他
な
ら
な
か
っ
た
、

ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
特
徴
は
、
様
々
な
事
象
を
徹
底
的
に
分
析
し
開
示
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
方
法
や
結
果
を
常
に

検
討
し
、
そ
れ
ら
の
普
逼
的
妥
当
性
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
自
覚
さ
れ
る
時
、
そ
れ
は
、
「
自
己
の
基
礎
づ
け
」

と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
象
学
の
進
行
の
仕
方
自
身
の
考
察
で
あ
る
の
で
、

部
を
た
ど
っ
て
み
る
。
こ
れ
は
、
両
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
を
判
明
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も
同
じ
問
題
系
に
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

反
省
の
問
題

第
二
節
現
象
学
の
方
法
論
的
な
検
討

次
節
で
、
我
々
は
、
ま
ず
、

よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
フ
ィ
ン
ク
の
見
方
以
外
に
も

フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
基
礎
的
な
課
題
で

そ
し
て
、
現
象
学
的
還
元
に
よ
っ
て
我
々
は
、
構
成
的
な
超
越
論
的
主

三
0
年
代
の
フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
の
主
張
で
も
あ
っ
た
。

フ
ッ
サ
ー
ル
に
と
っ
て
、
超
越
論
的
構
成
の
問
題
は
、

と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
の
思
惟
の
「
普
遍
性
」
や
「
徹
底
性
」
は
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
の
典
型
的
な
「
方
法
論
的
」
考
察
を
概
観
し
、
続
い
て
、

そ
れ
は
、
決
し
て
客
体
的
に
は
与
え
ら
れ
な
い
主
観
の
規
定
と
い
う
問
題
系
で
あ
る
。

フ

現
象
学
の
「
方
法
論
的
な
考
察
」
と
呼
ん
で
も

フ
ィ
ン
ク
の
同
様
の
考
察
の
一

つ
ま
り
、
経
験
に
つ
い
て
の
自
己
省
察

(
S
e
l
b
s
t
b
e
s
i
n
n
u
n
g
)

に
基
づ
い
て
成
立
し

て
い
る
。
反
省
に
よ
っ
て
学
的
な
認
識
を
い
か
に
し
て
手
に
入
れ
る
の
か
、

|
フ
ッ
サ
ー
ル
の
場
合
ー
|
_

と
い
う
こ
と
は
、

フ
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二
の
命
題
は
、
「
世
界
は
存
在
す
る
」

で
あ
る
。
さ
て
、
「
私
」
は

あ
る
。 反

省
に
関
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、

が
排
除
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

あ
る
。

一
体
何
が
残
る
の
か
。

お
よ
そ
三
つ
の
方
向
か
ら
取
り
組
ん
だ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
第
一
に
、

な
ど
の
、
反
省
さ
れ
る
こ
と
自
身
に
関
わ
る
方
向
、

る
第
二
と
第
三
の
方
向
の
基
本
的
な
問
題
点
を
、

そ
し
て
、
第
二
に
、

エ
ポ
ケ
ー
な
ど
の
反
省
的
考
察
の
遂
行
の
仕
方
の
方
向
、

第
三
に
、
反
省
そ
れ
自
身
の
構
造
解
明
に
関
わ
る
方
向
で
あ
る
。
(
6
)
 

『
第
一
哲
学
』
の
講
義
を
中
心
に
概
観
し
て
み
た
い
。

こ
の
講
義
の
第
二
部
「
現
象
学
的
還
元
の
理
論
」
は
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
方
法
論
」
と
し
て
我
々
は
、
反
省
に
直
接
関
わ
っ
て
い

現
象
学
の
自
己
の
基
礎
づ
け
と
い
う
‘

必
当
然
的
明
証
や
理
念
視

そ
し
て

現
象
学
自
身
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。

絶
対
的
な
正
当
性
を
得
る
た
め
に
、
徹
底
的
に
学
を
始
め
よ
う
と
す
る
た
め
の
甚
礎
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
既
存
の
学
問
の
様
々
な
真
理

そ
れ
ら
は
、
自
ら
の
真
理
性
に
関
し
て
予
め
与
え
ら
れ
て
い
る
知
識
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
か
ら
で

自
ら
の
要
求
を
満
た
す
基
礎
と
し
て
、

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
二
つ
の
命
題
を
呈
示
す
る
。
第
一
の
命
題
は
、
「
私
は
存
在
す
る
」
で
あ
り
、
第

世
界
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
、
第
二
の
命
題
の
方
が
優

位
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
絶
対
的
に
正
当
化
さ
れ
る
認
識
と
し
て
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
＋
全
で
必
当
然
的
な
認

識
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
「
私
は
存
在
す
る
」
と
い
う
命
題
に
は
あ
て
は
ま
る
。

と
こ
ろ
で
、
世
界
の
現
実
存
在

(Existenz)
は
、
経
験
に
お
い
て
根
源
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
狂
人
の
想
定
な
ど
で
も
分
か
る
よ
う

に
、
我
々
は
世
界
の
非
存
在
の
可
能
性
に
い
つ
も
開
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
世
界
の
現
存
在
と
、
世
界
が
含
ん
で
い
る
全
て
の
も
の
の
現

存
在
と
が
普
遍
的
な
懐
疑
に
よ
っ
て
転
倒
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
世
界
と
世
界
が
含
ん
で
い
る
全
て
の
も
の
と
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

つ
ま
り
、
自
我
も
含
め
て
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し
か
し

す
る
自
我
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

何
も
存
在
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、

し
よ
う
と
す
る
。
二
つ
の
意
味
と
は
、
主
観
と
し
て
の
自
己
と
、
客
観
と
し
て
の
自
己
で
あ
る
。
世
界
の
中
に
い
る
の
は
、
客
観
と
し
て
の

自
己
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
身
体
を
持
つ
人
間
と
し
て
の
現
存
在
で
、
内
世
界
的
な

(mundan)
自
己
経
験
に
よ
っ
て
根
源
的
に
与
え
ら
れ
る
。

こ
の
自
己
は
、
疑
わ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
己
を
も
含
め
た
客
観
全
て
に
対
し
て
い
る
の
が
、
主
観
と
し
て
の
自
己
で
あ
る
。

こ
の
自
己
は
、

世
界
と
共
に
懐
疑
さ
れ
ず
に
必
当
然
的
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
超
越
論
的
な
存
在
で
あ
っ
て
、
超
越
論
的
自
己
経
験
、

つ
ま
り
、
純
粋
な
反
省
と
い
う
自
己
知
覚
に
お
い
て
根
源
的
に
与
え
ら
れ
「
発
見
さ
れ
る
」

「
純
粋
な
反
省
」
に
お
い
て
開
示
さ
れ
る
「
超
越
論
的
な
存
在
」
と
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
地
平
的
な
「
超
越
論
的
経
験
の
野
(
F
e
l
d
)
」

(
7
)
 

で
あ
り
、
こ
れ
を
開
示
す
る
こ
と
が
超
越
論
的
現
象
学
の
課
題
と
な
る
。
「
純
粋
な
反
省
」
と
は
、
内
世
界
的
な
反
省
に
お
け
る
、
主
題
へ
の

関
心
と
存
在
へ
の
信
憑
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
反
省
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
現
象
学
を
行
う
人
は
、
「
無
関
心
な
観
視
者
」
に
な
り
、
現

象
学
的
な
反
省
的
考
察
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

反
省
の
一
般
的
な
構
造
は
、

お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
知
覚
に
お
い
て
、
知
覚
し
て
い
る
自
我
は
、
知
覚
さ
れ
る
も
の
に

向
か
っ
て
い
る
。
そ
の
時
、
こ
の
自
我
は
、
「
自
己
忘
却
」
、

い
る
間
に
、

そ
の
知
覚
作
用
に
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
反
省
で
あ
り
、
反
省
と
は
、
結
局
「
後
か
ら
気
づ
く
」
こ
と
で
あ
る
。

反
省
の
本
質
と
は
、
反
省
す
る
自
我
は
、
以
前
は
潜
在
的
で
あ
っ
た
自
我
を
、
作
用
の
対
象
、

と
こ
ろ
で
、

反
省
を
遂
行
す
る
自
我
は
、

で
は
、
次
に
、

そ
れ
自
身
は
潜
在
的
で
あ
る
が
、
よ
り
高
次
の
反
省
に
よ
っ
て
顕
在
的
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
、
反
省
理
論
に
と
っ
て
重
大
で
あ
る
こ
と
は
、
作
用
を
遂
行
し
て
い
る
自
我
自
身
は
、
常
に
潜
在
的
な
、
あ
る
い
は
「
非

つ
ま
り
、
志
向
的
対
象
に
す
る
作
用
を
遂
行

の
で
あ
る
。

反
省
そ
れ
自
身
の
構
造
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

よ
り
正
確
に
は
潜
在
的
な
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
、
自
我
は
、
知
覚
し
続
け
て

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
自
己
の
二
つ
の
意
味
を
区
別
す
る
こ
と
で
対
処



止
て
の
自
我
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
何
ら
か
の
仕
方
で
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
反
省
以
前
に
自
己
は
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

事
情
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
反
省
し
て
い
る
自
我
は
、

省
か
ら
逃
げ
去
る
と
い
う
よ
う
な
無
限
背
進
は
生
じ
な
い
。

し
か
し
、

そ
れ
が
、
絶
え
ず
反

以
上
の
よ
う
に
、
反
省
そ
れ
自
身
の
検
討
に
よ
っ
て

で
は
与
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

超越論的方法論の射程

対
象
的
な
」
自
我
に
と
ど
ま
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
反
省
し
て
い
る
自
我
自
身
は
、
同
時
に
は
、
決
し
て
反
省
の
対
象
に

な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
反
省
と
い
う
方
法
の
限
界
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
、
超
越
論
的
な
存
在
の
開
示
と
い
う
問
題
系
で
あ
っ
た
が
、
『
追
悼
』
で
も
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
超
越
論
的
現
象
学
の
本
米
の
課

題
は
、
超
越
論
的
主
観
性
に
よ
る
「
構
成
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

る
事
態
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ら
を
構
成
し
て
い
る
源
泉
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三

0
年
代
に
行
わ
れ
た
「
徹

(
8
)
 

底
的
な
還
元
」
の
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
徹
底
的
な
還
元
」
に
よ
っ
て
、
超
越
論
的
な
野
の
中
の
「
構
成
さ
れ
た
」
、

我
の
側
面
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
内
的
時
間
意
識
に
お
い
て
構
成
さ
れ
る
「
自
我
極
」
や
「
私
は
で
き
る
」
と
い
う
自
我

の
可
能
性
の
領
域
、
習
慣
性
の
領
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
還
元
に
よ
っ
て
も
、
自
我
の
全
て
の
側
面
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
第
一
に
、

反
省
を
方
法
と
し
て
い
る
限
り
、

既
に
見
た
よ
う
に
、

で
あ
る
「
超
越
論
的
主
観
性
」
そ
の
も
の
も
、

反
省
を
遂
行
し
て
い
る
自
我
は
明
示
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
第
二
に
、
構
成
的
な
源
泉

そ
の
生
動
性
に
お
い
て
は
与
え
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
反
省
と
い
う
作
用
は
、
時
間
化

に
よ
っ
て
そ
の
対
象
を
明
示
す
る
の
で
あ
る
が
、
超
越
論
的
主
観
性
自
身
は
、
時
間
化
の
源
泉
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
時
間
の
中

こ
の
方
法
の
重
大
な
限
界
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
他
方
、
次
の
よ
う
な
独
特
な

そ
の
時
自
ら
自
身
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

む
し
ろ
、
反
省
を
遂
行
す
る
自
我
は
、
自
ら
が
そ
の
対
象
と
す
る
「
客
体
と
し

つ
ま
り
「
予
め
与
え
ら
れ
て
い
る
、
非
対
象
的
な
」
自

つ
ま
り
、
超
越
論
的
な
野
に
（
あ
ら
か
じ
め
）
存
在
し
て
い
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2

超
越
論
的
観
視
者
の
問
題

己
」
と
は

こ
と
に
よ
っ
て
、
反
省
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
反
省
以
前
に
、
自
己
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
同
一
性
が
成
り
立
っ

て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
反
省
に
よ
っ
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
）
。
以
上
の
よ
う
に
、
反
省
理
論
の
挫
折
は
、

反
省
の
成
立
根
拠
と
し
て
の
自
己
の
在
り
方
を
指
し
示
す
、

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
同
一
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

と
い
う
洞
察
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
に
は
「
反
省
の
限
界
」
と
い
う
出
来
事
が
大
き
な
意
味
を
持
た
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
反
省
さ
れ
て
い
な
い
自
我
と
反
省
さ
れ
た
自
我
、
経
験
的
な
自
我
と
超
越
論
的
な
自
我
（
あ
る
い
は
主
観
性
）
と
の
何
ら

(
9
)
 

か
の
同
一
性
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
根
本
的
な
確
信
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
超
越
論
的
主
観
性
の
自
己
客
体
化
（
祉
界
化
、
時
間
化
）
」
と
い
う

、
、
、
、
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
考
え
に
従
え
ば
、
確
か
に
、
超
越
論
的
主
観
性
が
自
ら
自
身
を
経
験
的
自
我
と
し
て
客
体
化
す
る
の
で
あ
る
以
上
（
あ
る
い

は
、
超
越
論
的
主
観
性
が
、
客
体
化
的
統
覚
を
被
る
と
し
て
も
）
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
自
己
の
何
ら
か
の
自
同
性
は
、
原
理
的
に
は
保
持
さ

さ
て
、
現
象
学
に
お
い
て
明
示
的
に
与
え
ら
れ
る
自
我
は
、
反
省
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
自
我
で
あ
る
。
現
象
学
は
、
こ
の
よ
う
な
自
我

を
手
引
き
に
し
て
遡
行
的
に
考
察
す
る
以
上
、
「
世
界
の
根
源
」
と
し
て
の
構
成
的
な
超
越
論
的
主
観
性
は
、
反
省
さ
れ
た
自
我
か
ら
考
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
経
験
的
な
自
我
と
超
越
論
的
主
観
性
と
は
、
ど
の
よ
う
に
「
同
じ
」
自
己
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
「
自

の
で
あ
る
。

い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
三

0
年
代
の
フ
ィ
ン
ク
の
絶
え
ざ
る
疑
問
で
あ
っ
た
と
我
々
に
は
思
わ
れ
る

と
こ
ろ
で
、

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

I

フ
ィ
ン
ク
の
場
合

I

反
省
に
関
す
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
考
察
は
、

明
示
化
に
よ
る
絶
対
的
な
正
当
化
へ
の
要
求
に
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、



117 超越論的方法論の射程

ク
の
問
題
は

誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は

(II .
1
4
8
)

を
現
実
化
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
明
証
は

フ
ッ
サ
ー
ル
の
注
記
の
よ
う
に
(
I
I
.
1
5
5
)

、
死

つ
ま
り

フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
第
一
哲
学
』

の
場
合
と
同
じ
く
、
自
我
が

フ
ィ
ン
ク
は
、
お
よ

察
』
と
は
異
な
っ
て

エ
ゴ
・
コ
ギ
ト
の
明
証
と
さ
れ
る
(
I
I
.
1
5
0
)

が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の

『
デ
カ
ル
ト
的
省

J

の
こ
と
は
、
フ
ィ
ン
ク
の
方
法
論
的
問
題
設
定
に

『
追
悼
」
に
従
え
ば
、

明
証
と
い
う
「
確
実
性
」
へ
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
傾
向
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

る
よ
う
に
、
確
実
性
へ
の
傾
向
よ
り
も
、
徹
底
主
義
に
現
象
学
の
本
領
を
見
て
お
り
、

お
い
て
も
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。
我
々
は
、
三
ニ
ー
三
三
年
頃
の
フ
ィ
ン
ク
に
よ
る
『
第
一
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
改
定
稿
の
議
論
を
中
心
に

辿
り
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
『
第
一
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
改
定
稿
の
目
的
は
、

象
学
の
自
己
自
身
に
よ
る
基
礎
づ
け
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
改
定
稿
は
、
反
省
的
考
察
の
遂
行
の
仕
方
を
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。

デ
カ
ル
ト
的
な
自
省
に
基
づ
く
現
象
学
は
、
「
絶
対
に
確
実
な
、
原
理
的
に
先
入
見
の
な
い
明
証
か
ら
始
ま
る
認
識
の
基
礎
づ
け
の
理
念
」

フ
ィ
ン
ク
は
、
自
我
か
ら
の
認
識
の
基
礎
づ
け
に
困
難
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ン
ク
は
次
の
よ
う
に
問
う
(
I
I
,
1
5
2
-
3
)

。
「
私
が
存
在
す
る
」
と
い
う
こ
と
の
必
当
然
的
な
明
証
は
、
他
の
全
て
の
明
証
を
桔
礎
づ
け

る
前
提
を
示
す
よ
う
な
、

そ
れ
自
身
第
一
の
明
証
で
あ
る
の
か
。

こ
の
明
証
は
、

む
し
ろ
、

お
い
て
直
接
に
最
も
近
い
と
い
う
先
行
性
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

世
界
の
中
の
存
在
者
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
う
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
第
一
哲
学
』
と
同
様
に
、
現

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
自
我
の
明
証
が
、
順
序
に

フ
ィ
ン
ク
は
、
自
己
の
明
証
自
身
を
否
定
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
、

現
象
学
を
徹
底
的
に
始
め
る
時
の
十
分
な
基
礎
に
な
る
の
か
、

そ
二
つ
の
理
由
か
ら
自
我
の
明
証
の
権
利
を
疑
っ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
は
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

フ
ィ
ン

フ
ィ
ン
ク
は
、
「
私
が
存
在
す
る
」
と
い
う
こ
と
の
必
当
然
的
な
明

証
は
、
自
我
自
身
の
存
在
の
偶
然
性
を
排
除
で
き
な
い
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、

有
限
性
を
意
味
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
「
私
の
作
者
」
を
私
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
依
存
性
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
フ
ィ
ン
ク
は
、
『
追
悼
』
に
お
け



118 

に
さ
れ
る
自
己
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
自
己
を
、
内
世
界
的
な
自
己
と
超
越
論
的
な
自

フ
ィ
ン
ク
は
言
う
。
「
自
己
経
験
は
、
必
当
然
的
な
明
証
に
お
い
て
自
我
の
事
実
存
在
を
明
示
す
る
。
つ
ま
り
、
私
が
私
を
経
験
す
る
限
り
、

そ
し
て
そ
の
間
、
私
は
必
当
然
的
に
存
在
す
る
。
も
し
自
己
経
験
が
起
こ
れ
ば
、
私
は
、

ら
か
に
な
ら
な
い
限
り
、
こ
の
問
い
を
簡
単
に
は
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

必
然
的
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

自
己
経
験
も
必
然
的
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

(II,
1
5
5
)

。
我
々
の
根
源
と
し
て
の
超
越
論
的
主
観
性
が
そ
の
も
の
と
し
て
明

フ
ィ
ン
ク
の
主
張
は
、
「
自
我
の
明
証
」
か
ら
の
認
識
の
基
礎
づ
け
は
、
我
々
に
予
め
与
え
ら
れ
た
先
入
見
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
「
世
界
の
先
所
与
性

(
Vo
r
g
e
g
e
b
e
n
h
e
i
t
)

を
超
越
し
、
自
然
的
な
態
度
の
ド
グ
マ
テ
ィ
ス
ム
を
克
服
す
る
」
方
法
こ
そ
が
、
現
象
学

的
還
元
で
あ
る

(II,
1
6
0
)

。
そ
し
て
、
こ
の
還
元
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
我
々
自
身
‘

的
主
観
性
に
出
会
う
。

フ
ィ
ン
ク
の
「
方
法
論
的
な
」
問
題
設
定
は
、

世
界
の
先
所
与
性
の
徹
底
的
な
廃
棄
に
よ
っ
て
「
世
界
の
根
源
」
と

し
て
の
構
成
的
な
超
越
論
的
主
観
性
へ
の
通
路
を
開
く
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

エ
ポ
ケ
ー
に
お
い
て
も
フ
ィ
ン
ク
は
独
自
の
問
題
を
設
定
す
る
。
ま
ず
、

ッ
サ
ー
ル
と
同
様
に
外
的
な
世
界
の
対
象
的
な
も
の
に
つ
い
て
の
存
在
の
信
憑
（
妥
当
性
）

も
の
の
括
弧
入
れ
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
時
、
省
察
し
て
い
る
「
自
我
」
は
、

つ
ま
り
、
超
越
論

が
括
弧
に
入
れ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
世
界
そ
の

世
界
の
中
の
一
部
で
あ
る
の
で
、
自
己
の
括
弧
入
れ
は
、
世
界

我
々
は
、
『
第
一
哲
学
』
の
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
い
て
も
同
様
の
問
題
に
出
会
っ
た
。
つ
ま
り
、
世
界
全
体
が
懐
疑
さ
れ
る
な
ら
ば
、
自
己
も

懐
疑
さ
れ
何
も
存
在
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

己
と
に
区
別
し
、
後
者
は
懐
疑
を
免
れ
る
と
想
定
し
た
。
超
越
論
的
な
野
と
し
て
の
超
越
論
的
な
自
己
は
、
純
粋
な
反
省
に
よ
っ
て
明
ら
か

一方、

フ
ィ
ン
ク
は
、

の
括
弧
入
れ
の
一
部
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

エ
ポ
ケ
ー
を
行
っ
て
い
る
自
己
自
身
を
問
題
に
す
る
。
「
世
界
を
妥
当
性
に
お
い
て
所
持
す

現
象
学
的
還
元
は
、
現
象
学
的
な
工
ポ
ケ
ー
か
ら
始
ま
る
。

フ
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る
こ
と
が
、
私
の
『
自
己
』
に
不
可
分
に
属
し
て
い
る
限
り
、
自
己
排
去
は
、
実
際
に
は
す
で
に
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
学
的
な
工
ポ
ケ
ー
一
般

フ
ィ
ン
ク
は
問
う

(
i
b
i
d
.
)
。
自
己
の
括
弧
入
れ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
可
能
な
の
か
。
私
は
、
括
弧
に
入
れ
る
も
の
と
し
て
の
私
を

な
お
括
弧
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
場
合
、
私
自
身
の
存
在
妥
当
性
を
外
そ
う
と
す
る
試
み
は
、

の
企
て
自
身
を
廃
棄
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
効
果
的
に
信
憑
を
停
止
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
私
は
、
自
ら
を
、
問
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
存
在
妥
当
の
中
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
疑
問
は
、

括
弧
に
入
れ
る
と
い
う
全
て

フ
ィ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
索
朴
な
前
提
に
甚
づ
い
て
い
る
。
そ
の
前
提
と
は
、
「
現
象
学
的
エ
ポ
ケ
ー
の
本
来
の
遂
行
者

は
、
人
間
と
し
て
の
自
我
、
世
界
の
中
の
自
我
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
I
I
,
1
6
4
)

。
そ
れ
ゆ
え
に
、
自
我
の
内
世
界
性
と
そ
の
根
拠

が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
自
我
の
内
世
界
的
な
性
格
と
は
、

そ
れ
は
、
対
象
と
し
て
エ
ポ
ケ
ー
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
決
定
的
な
一
歩
」
は
、
必
当
然
的
な
「
内
的
経
験
」
の
領
域
を
括
弧
に
入
れ
る
こ
と

に
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
の
疑
問
に
お
い
て
は
、
こ
の
内
的
な
経
験
の
「
自
己
」
こ
そ
が
、
括
弧
に
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

内
的
経
験
の
「
内
」
、

い
わ
ゆ
る
「
心
」
の
領
域
は
、
決
し
て
世
界
を
超
越
し
て
い
な
い
。
「
心
」
は
、

世
界
内
在
的
な
「
超
越
的
な
」
全

て
の
諸
対
象
の
全
体
性
に
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
身
も
世
界
内
在
的
な
の
で
あ
る
。
さ
て
、
問
題
は
、
こ
の
「
内
的
な
経
験
」

の
世
界
性
格
を
括
弧
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

進
む
た
め
の
方
法
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(
I
I
,
1
7
0
)

。

を
含
ん
で
い
る
」

(
I
I
.
1
6
4
)

。

フ
ィ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
「
内
的
」
と
い
う
世
界
性
格
の
統
覚
が
形
成
さ
れ
る
、

超
越
論
的
主
観
性
を
見
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
「
自
己
の
括
弧
入
れ
と
は
、
世
界
自
身
を
超
越
し
、
そ
し
て
、
よ
り
根
源
的
な
主
観
性
へ
と

こ
こ
で
、
現
象
学
を
遂
行
す
る
自
我
は
、
「
超
越
論
的
主
観
性
の
構
成
」
、
特
に
そ
の
「
内
世
界
化
的
自
己
構
成
」
と
い
う
固
有
の
問
題
に

フ
ィ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
自
ら
の
身
体
で
は
な
い
。
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の
主
題
は
、
予
め
与
え
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り

J

の
観
視
者
は
、
超
越
論
的
主
観
性
よ
り
も
先
行
す
る
の
で
あ

ろ
う
。
以
後
の
分
析
の
実
質
的
な
内
容
は

自
分
自
身
を
越
え
る
可
能
性
で
も
あ
る
と
フ
ィ
ン
ク
は
言
う
。

突
き
当
た
る
。
し
か
し
、
通
常
、
我
々
は
、
先
所
与
的
な
自
己
統
覚
の
中
に
居
続
け
て
い
る
の
で
、
容
易
に
「
超
越
論
的
主
観
性
」
に
至
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
現
象
学
的
エ
ポ
ケ
ー
の
新
た
な
段
階
が
導
入
さ
れ
る
。

通
常
の
反
省
は
、
人
間
の
生
の
連
関
の
中
の
―
つ
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、

と
同
一
で
あ
る
。

フ
ィ
ン
ク
は
、
「
自
己
の
括
弧
入
れ
」
が
、
反
省
と
い

反
省
す
る
自
我
は
、

一
方
、
「
自
己
の
括
弧
入
れ
」
の
遂
行
は
、
通
常
の
反
省
と
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
と
い
う
の
は
、
人
間
の

つ
ま
り
は
世
界
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
は
、
自
己
の
括
弧
入
れ
は
な
さ
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
内
世
界
的
な
自
己

統
覚
が
飛
び
越
え
る
反
省
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
反
省
は
、
超
越
論
的
反
省
と
呼
ば
れ
る

(
i
b
i
d
.
)
。

超
越
論
的
反
省
は
、
「
超
越
論
的
観
視
者
」
の
「
産
出

(
P
r
o
d
u
k
t
i
o
n
)
」
に
よ
っ
て
始
ま
る
。

反
省
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
自
我

フ
ィ
ン
ク
は
、
こ
の
「
産
出
」
と
い
う
こ

と
を
強
調
す
る
。
と
い
う
の
は
、
超
越
論
的
観
視
者
は
、
我
々
の
通
常
の
生
に
お
い
て
は
、
決
し
て
今
ま
で
知
ら
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
超
越
論
的
な
観
視
者
の
設
立
が
、
普
通
の
反
省
の
自
己
の
樹
立
と
区
別
さ
れ
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
謎
め
い
た
事
実
に
存
す
る
。
そ
れ
は
、

超
越
論
的
観
視
者
に
よ
っ
て
我
々
は
、
自
ら
自
身
の
生
の
連
関
を
越
え
出
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

(
I
I
,
1
7
4
)

。
こ
の
こ
と
は
、
人
間
が

こ
の
超
越
論
的
観
視
者
の
設
立
と
と
も
に
、
「
超
越
論
的
な
世
界
経
験
の
野
」
の
開
示
の
た
め
の
基
礎
的
な
条
件
は
整
っ
た
と
言
え
る
で
あ

(10) 

フ
ッ
サ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
超
越
論
的
観
視
者
の
位
置
づ
け
と
い
う
フ
ィ
ン

ク
独
自
の
問
題
が
、
す
で
に
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
超
越
論
的
観
視
者
が
設
立
さ
れ
た
時
、

る
(
I
I
,
1
7
7
)

。
し
た
が
っ
て
、
超
越
論
的
主
観
性
の
存
在
は
、
超
越
論
的
観
視
者
に
依
存
し
て
い
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
第
二

生
の
連
関
の
中
に

う
構
造
を
持
つ
こ
と
に
注
目
す
る
(
I
I

.172)
。

そ
の
考
察
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が

フ
ィ
ン
ク
は
、
人
間
と
し
て
の
自
然
な
自
我
と
超
越
論
的
観
視
者
と
の
違
い
を
強
調
す
る
。
特
に
超
越
論
的
観
視
者
が
世
界
の
中
に
い

ナ
ょ
、

n

J

・
J

d

る
こ
と
を
強
く
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
第
一
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
改
定
稿
に
お
い
て
は
、
超
越
論
的
観
視
者
の
具
体
的
な
位
置
づ

(11) 

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

フ
ィ
ン
ク
と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
方
法
論
上
の
違
い
は
、

お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

論
的
な
世
界
経
験
の
野
の
開
示
と
い
う
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
お
り
、

(12) 

の
仕
方
の
問
題
以
外
で
は
主
題
的
に
は
扱
わ
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
超
越
論
的
観
視
者
自
身
に
関
し
て
は
、

フ
ィ
ン
ク
は
、
自
己
の
内
世
界
化
へ
の
関
心
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
自
己

の
「
根
源
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
柾
界
的
な
（
経
験
的
な
）
自
己
と
、
そ
れ
を
「
構
成
す
る
」
超
越

論
的
主
観
性
だ
け
で
は
な
く
、
超
越
論
的
観
視
者
も
自
己
で
あ
る
以
上
、

そ
れ
自
身
の
規
定
と
そ
の
根
源
の
探
究
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
第
六
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
で
フ
ィ
ン
ク
は
、
超
越
論
的
観
視
者
も
、
「
世
界
を
構
成
す
る
」
超
越
論
的
主
観
性
（
し
た
が
っ
て
、
経
験
的
な

自
己
）
も
、
絶
対
的
な
超
越
論
的
生
の
自
己
展
開
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
弁
証
法
的
目
的
論
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
規
定
し
よ
う
と
し

(13) 
た
（
我
々
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
規
定
の
評
価
に
は
立
ち
入
ら
な
い
）
。

さ
て
、
次
節
に
お
い
て
我
々
は
、
超
越
論
的
観
視
者
自
身
に
注
目
し
て
み
た
い
。
と
い
う
の
は
、

「
泄
界
を
構
成
す
る
」
超
越
論
的
主
観
性
も
、

っ
て
初
め
て
存
在
す
る
、

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ＇ヽ

反
省
の
遂
行

そ
し
て
フ
ィ
ン
ク
が
最
終
的
と
考
え
よ
う
と
し
た
「
絶
対
者
」
も
、
超
越
論
的
観
視
者
に
よ

と
言
い
得
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
超
越
論
的
観
視
者
自
身
に
、

「
超
越
論
的
観
視
者
」
か
ら
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
根
拠
が

「
超
越
論
的
主
観
性
」

い
か
に
そ
れ
を
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
節
の

1
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
現
象
学
的
な
反
省
に
よ
っ
て
は
超

越
論
的
観
視
者
は
そ
の
も
の
と
し
て
は
示
さ
れ
な
い
以
上
、
現
象
学
的
に
は
正
当
化
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
方

へ
至
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ

）
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
分
か
る
よ
う
に

フ
ッ
サ
ー
ル
の
場
合
は
、
ま
ず
は
超
越
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こ
の
講
演
は
、
表
題
の
通
り
、

論
的
現
象
学
に
つ
い
て
の
フ
ィ
ン
ク
独
自
の
構
想
に
注
目
し
た
い
。

フ
ィ
ン
ク
に
よ
れ
ば
(
3
2
-
3
3
)

、
超
越
論
哲
学
と
し
て
の
現
象
学
の
考
察
の
歩
み
に
は
、
三
つ
の
段
階
が
あ
る
。
第
一
に
は
、
「
現
象
学
的

哲
学
に
お
け
る
存
在
者
の
概
念
の
規
定
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
超
越
論
的
な
問
題
の
準
備
」
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
「
存
在
者
と
主
観
性
と
の

(
W
e
s
e
n
)
」

わ
ち
「
物
、
対
象
の
様
態
、
そ
し
て
思
念
し
て
い
る
生
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、

能
与
と
い
う
方
法
が
、
こ
の
存
在
の
完
全
な
総
体
を
確
保
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
相
関
関
係
全
体

(im
G
a
n
z
e
n
)
 

で
あ
り
(
4
0
)

、
現
象
学
の
「
存
在
者
」
の
概
念
と
な
る
。

さ
て
、
現
象
学
的
哲
学
の
超
越
論
的
な
試
み
は
、
存
在
全
体
へ
と
越
え
て
問
う
こ
と

）
と
に
し
よ
う
。
現
象
学
に
と
っ
て
の
「
存
在
者
」
と
は

第
一
の
段
階
は
、
ほ
ぽ
『
追
悼
』
の
前
半
部

へ
の
問
い
で
あ
る
。

関
連
に
つ
い
て
の
問
い
」
で
あ
り
、

ー

三
五
年
の
講
演
か
ら

(iiberfragen) 
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
存

(14) 

一
九
三
五
年
の
講
演
『
カ
ン
ト
と
現
象
学
に
お
け
る
超
越
論
哲
学
の
理
念
』
を
中
心
に
た
ど
り
な
が
ら
手
掛
か
り
を
探
っ
て
み

よ
う
。
こ
の
講
演
の
特
徴
は
、
超
越
論
的
現
象
学
全
体
の
構
想
を
、
「
存
在
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
捉
え
直
し
た
こ
と
に
あ
る
。

第
三
節

我
々
は

「
超
越
論
的
な
立
場
」
の
根
拠

カ
ン
ト
と
現
象
学
と
の
超
越
論
哲
学
の
理
念
を
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
我
々
は
、
超
越

こ
れ
は
「
超
越
論
的
な
問
題
の
形
成
」
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
「
存
在
の
根
拠
と
し
て
の
人
間
の
本
質

つ
ま
り
、
「
志
向
性
」
の
開
示
に
当
た
る
の
で
、
こ
の
段
階
の
結
論
部
分
だ
け
を
見
て
お
く

フ
ィ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
十
分
具
体
的
に
解
明
さ
れ
た
志
向
的
相
関
関
係
、
す
な

明
確
に
境
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
存
在
の
野
で
あ
る
。
「
自
己

は
、
存
在
者

(ens)
」
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在
全
体
を
人
間
の
本
質
と
の
関
連
の
中
に
置
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
試
み
に
お
い
て
具
体
的
に
企
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、

「
存
在
者
の
哲
学
的
導
出

(
A
b
l
e
i
t
u
n
g
)
、
従
っ
て
、
な
ぜ
存
在
者
は
そ
も
そ
も
存
在
す
る
の
か
と
い
う
問
い
へ
の
返
答
」

(
4
1
)

で
あ
る
。

も
し
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
す
ぐ
さ
ま
次
の
よ
う
な
疑
問
が
わ
く
で
あ
ろ
う
。

を
概
念
的
に
把
握
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
「
人
間
の
本
質
へ
の
関
連
」
と
言
っ
て
も
、
主
観
性
は
、
存
在
の
一
部
を
成
し

て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、

様
式
‘

ど
ん
な
主
観
性
に
帰
還
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、

現
象
学
の
「
存
在
」

の
概
念
を
、
物
か
ら
現
出

そ
し
て
思
念
し
て
い
る
生
へ
と
拡
張
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
超
越
論
的
な
問
い
は
、
自
ら
を
廃
棄
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
超
越
論
的
な
問
い
と
は
、
存
在
者
全
体
を
主
観
性
へ
と
導
き
返
し
て
問
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
、
超
越
論
的
に
問
う
現
象
学
的
な
呈
示
の
全
て
の
困
難
が
あ
る
の
だ
。
我
々
は
、
存
在
を
越
え
出
て
問
う
こ

と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
、

そ
も
そ
も
全
て
の
振
舞
い
に
お
い
て
存
在
者
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
も
っ
と
も
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
、
我
々
が
人
間
と
し
て
引
き
付
け
ら
れ
て
い
る
、
最
も
強
力
で
解
き
が
た
い
と
思
わ
れ
て
い
る
拘
束
(
B
a
n
n
)

な
の
で
あ
る
。
人
間
の
こ
の
存
在
拘
束
を
、
現
象
学
は
問
題
に
す
る
。
し
か
し
、
存
在
理
念
の
拘
束
を
我
々
は
、
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

現
象
学
に
対
す
る
以
上
の
よ
う
な
疑
問
は
、
前
節
の

2
で
の
「
自
己
の
括
弧
入
れ
」
と
同
系
列
の
問
題
で
あ
り
、
こ
の
講
演
も
‘

ー
や
現
象
学
的
還
元
を
介
し
、
構
成
的
な
（
存
在
の
妥
当
性
を
発
源
さ
せ
る
）
超
越
論
的
主
観
性
へ
と
導
か
れ
る
。
三
五
年
の
講
演
の
特
徴

つ
ま
り
、
「
存
在
そ
の
も
の
を
越
え
て
問
う
こ
と
」
の
「
方
向
性
」
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
、
こ
の

(15) 

方
向
性
を
明
確
に
知
る
た
め
に
、
三
五
年
の
講
演
か
ら
、
『
第
六
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
の
序
言

(
Vo
r
b
e
m
e
r
k
u
n
g
)
 

さ
て
、
こ
の
序
言
に
よ
れ
ば
、
『
第
六
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
に
お
い
て
本
質
的
な
こ
と
は
、
二
つ
の
「
次
の
よ
う
な
ア
ポ
リ
ア
に
あ
る
。
つ

は
、
そ
の
次
の
段
階

実
際
、

つ
ま
り
、
我
々
は

に
注
目
し
て
み
よ
う
。

エ
ポ
ケ

い
っ
た
い
何
に
基
づ
い
て
存
在
者
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ま
り
、

そ
こ
か
ら
最
終
的
に
「
存
在
」
が
理
解
さ
れ
る
は
ず
の
地
平
が
、

は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
あ
る
の
か
、

て
で
あ
る
の
か
、

と
い
う
以
上
の
ア
ポ
リ
ア
で
あ
る
」

(

I

,
 1
8
4
)

。

つ
ま
り
、
超
越
論
的
な
立
場

そ
れ
自
身
「
存
在
的

(seiend)
」
で
あ
る
の
か
否
か
、
ま
た
そ
れ

そ
し
て
、
存
在
者
の
時
間
化
の
存
在
は
、
規
定
可
能
で
あ
る
の
か
否
か
、
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し

こ
れ
ら
二
つ
の
ア
ポ
リ
ア
に
よ
っ
て
指
し
示
さ
れ
て
い
る
圏
域
が
、
超
越
論
的
主
観
性
の
圏
域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
特
に

第
一
の
ア
ポ
リ
ア
が
、
超
越
論
的
観
視
者
と
超
越
論
的
主
観
性
と
の
関
係
を
言
い
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

存
在
の
理
解
の
地
平
を
越
え
て

存
在
者
（
あ
る
い
は
存
在
）
を
我
々
が
理
解
で
き
る
の
は
、

自
ら
も
ま
た
、
存
在
の
理
解
の
地
平
か
ら
、
自
ら
を
―
つ
の
存
在
者
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
然
的
態
度
に
お
い
て
、
我
々
が
、

対
象
志
向
的
な
意
味
理
解
の
地
平
の
中
に
い
る
、

か
に
な
る
、

と
第
一
の
ア
ポ
リ
ア
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
存
在
の
理
解
の
地
平
の
中
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
我
々
は

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

て
お
り
、
我
々
の
理
解
は
通
常
、
こ
の
中
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
こ
に
お
い
て
、
志
向
性
は
具
体
的
に
機
能
し

現
象
学
的
還
元
に
お
い
て
超
越
論
的
な
反
省
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
「
人
間
の
本
性
」
(
4
1
)

に
逆
ら
っ
て
現
象
学
的
エ
ポ
ケ
ー
に
よ
る
「
自
己
の
括
弧
入
れ
」
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

我
々
は
、
存
在
（
あ
る
い
は
存
在
者
）
だ
け
で
は
な
く
て
、
存
在
を
最
終
的
に
理
解
す
る
地
平
自
身
を
も
ま
た
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

こ
の
地
平
自
身
を
分
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
「
世
界
の
中
に
い
な
い
」
超
越
論
的
観
視
者
の
論
拠
の
新
た
な
定
式
化
で
あ
る
と
我
々

は
考
え
る
。
第
二
節
で
検
討
さ
れ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
と
フ
ィ
ン
ク
の
構
想
に
お
い
て
は
、
超
越
論
的
な
観
視
者
、

は
、
十
分
に
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

2
 

フ
ッ
サ
ー
ル
の
場
合
で
は
、
反
省
に
よ
る
明
示
に
よ
っ
て
の
み
真
理
性
が
認
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め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

の
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
い
の
で
、
十
分
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
第
二
節
の

1
)
。
ま
た
、
三
二
年
頃
の
フ
ィ
ン
ク
の
場

フ
ッ
サ
ー
ル
と
は
異
な
っ
て
現
象
学
を
行
っ
て
い
る
自
我
、
超
越
論
的
観
視
者
が
考
察
の
主
題
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

者
の
規
定
は
、
超
越
論
的
な
生
の
自
己
客
体
化
（
あ
る
い
は
、
自
覚
）
と
し
て
構
想
さ
れ
る
こ
と
で
終
わ
っ
て
お
り
、
十
分
な
解
明
は
な
さ

論
的
主
観
性
の
自
己
客
体
化
が
十
分
具
体
的
に
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
、
超
越
論
的
な
立
場
（
超
越
論
的
観
視
者
）
も
十
分
に
規
定
さ
れ
な
い
‘

一方、

『
第
六
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』

位
置
づ
け
て
い
る
（
フ
ィ
ン
ク
は
、
三
五
年
の
講
演
で
(
4
3
)

、
こ
の
よ
う
な
超
越
論
的
な
立
場
を
、
「
人
間
の
本
質

(
W
e
s
e
n
)
」
と
も
言
っ

て
い
る
）
。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

れ
て
い
な
い

合
で
は

現
象
学
を
行
っ
て
い
る
立
場
自
身
は
、
構
成
的
で
根
源
的
な
超
越
論
的
主
観
性
と
同
様
に
、
反
省
に
よ
っ
て
そ
の
も

（
第
二
節
の

2
)
。
結
局
、

フ
ッ
サ
ー
ル
と
フ
ィ
ン
ク
の
両
者
の
立
場
に
従
え
ば
、

こ
の
観
視

「
柾
界
の
根
源
」
と
し
て
の
構
成
的
な
超
越

の
序
言
の
第
一
の
ア
ポ
リ
ア
は
、
超
越
論
的
な
立
場
を
、
「
存
在
の
理
解
の
地
平
」
と
い
う
観
点
か
ら

我
々
自
身
の
理
解
に
も
関
わ
っ
て
い
る
「
存
在
の
理
解
の
地
平
」
が
、
他
な
ら
ぬ
我
々
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
第
一
に
、
我
々
は
、
対
象
と
し
て
の
自
己
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
第
二
に
、
存
在
全
体
を
知
り
、
ま
た
第
三
に
、
我
々

に
は
、
（
対
象
的
な
）
存
在
を
越
え
て
い
る
側
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

度
に
お
け
る
自
己
を
知
る
だ
け
で
な
く
‘

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
超
越
論
的
観
視
者
は
、
自
然
的
態

そ
の
よ
う
な
自
己
が
属
し
て
い
る
志
向
的
な
世
界
全
体
を
知
っ
て
い
る
が
、
観
視
者
自
身
は
、

そ

の
よ
う
な
椛
界
に
属
し
て
い
な
い
こ
と
も
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
「
超
越
論
的
観
視
者
」
と
し
て
フ
ィ
ン
ク
に
よ
っ
て
主
題

(16) 

化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
我
々
が
、
存
在
の
理
解
の
最
終
的
な
地
平
そ
れ
自
身
を
分
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
存
在
の
構
成
」
と
い
う
課
題
が
生
じ
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、。
し る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
い
う
問
題
系
は
、

フ
ィ
ン
ク
に
よ
れ
ば
「
人
間
の
本
質
」

の
問
題
系
と
「
存
在
の
構
成
」

フ
ィ
ン
ク
の
よ
う
に
、
こ
の
圏
域
を
「
非

で
あ
る
「
超
越
論
的
な
存
在
根
拠
か
ら
、
存
在
全
体
が
理
解
さ
れ
る
、

つ
ま
り
、
何
ら
か
の
仕
方
で
、
存
在
全
体
が
導
出
さ
れ
る
」

(
4
3
)

。
「
意
識
」
や
「
（
超
越
論
的
）
主
観
性
」
の
「
作
用
」
に
よ
る
「
構
成
」

以
上
の
よ
う
に
、
ま
ず
、
存
在
の
理
解
の
地
平
そ
れ
自
身
が
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
は

(17) 

な
い
だ
ろ
う
か
。
考
察
の
順
序
と
し
て
は
、
そ
の
逆
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
『
第
一
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
改
定
稿
に
お
け
る
よ
う
に
、
超
越

論
的
観
視
者
の
存
在
が
、
超
越
論
的
主
観
性
の
存
在
に
先
行
す
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
(
I
I
,
1
7
7
)

。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
存
在
全
体
の
理
解
」

の
問
題
系
と
を
分
け
て
論
じ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
上
述
の
よ
う
に
、
我
々
は
、
（
志
向
的
な
対
象
的
）
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
尽
く
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
存
在
の

理
解
の
地
平
そ
れ
自
身
や
、
こ
の
地
平
を
分
か
っ
て
い
る
我
々
は
、

こ
の
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
存
在
の

理
解
の
地
平
を
越
え
て
い
る
の
で
、
「
存
在
」
の
概
念
で
は
適
切
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
フ
ィ
ン
ク
は
、
次
の
よ
う
に
言
わ
ざ

(18) 

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
非
存
在

(
m
eー

on)
で
「
あ
り
」
、
そ
れ
を
扱
う
の
は
、
非
存
在
論

(
M
e
o
n
t
i
k
)
な
の
だ
、
と
。

非
存
在
論
の
圏
域
そ
の
も
の
を
直
接
に
規
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
阻
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
圏
域
の

「
与
え
ら
れ
方
」
に
訴
え
る
措
置
も
、
こ
の
圏
域
を
「
与
え
ら
れ
る
存
在
者
」
と
し
て
考
え
さ
せ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
適
切
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、

し
か
し
、

フ
ィ
ン
ク
も
『
第
六
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
(

I

,
 1
5
5
)

、
こ
の
背
後
に
実
体
的
な
も
の
が
想
定
さ
れ
な

た
と
え
存
在
の
最
終
的
な
理
解
の
地
平
そ
れ
自
身
が
把
握
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

存
在
」
と
規
定
し
た
な
ら
ば
、
否
定
的
で
あ
る
以
上
、
様
々
な
事
柄
の
解
明
に
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
、

と
思
わ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
圏
域
を
フ
ィ
ン
ク
は
、
「
精
神
」
あ
る
い
は
「
生
」

(
9
0
)

と
も
呼
ん
で
い
る
が
、
我
々
は
、
序
言
に
見
ら
れ
る
ア
ポ
リ
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ッ
ク
ス
で
あ
る
。

我
々
は

る。

お

わ

り

に

な
ぜ
な
ら
ば
、
現
象
学
的
な
自
己
省
察
に
お
い
て
は
、
自
己
の
存
在
の
問
題
は
、
自
己
の
存
在
の
知
の
問
題
と
切
り
離
せ
な
い
か
ら
で
あ

理
解
の
地
平
自
身
）
か
ら
超
越
論
的
な
立
場
を
概
念
的
に
把
握
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
理
解
の
地
平
」
を
考
慮

に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
精
神
」
な
ど
の
概
念
よ
り
も
判
明
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
事
柄
が
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
事
柄
の

―
つ
を
、
非
存
在
論
の
立
場
か
ら
我
々
は
最
後
に
検
討
し
て
み
た
い
。
三

0
年
代
の
フ
ィ
ン
ク
の
主
な
関
心
は
、
「
存
在
者
の
導
出
」
と
い
う

「
構
成
」

の
問
題
系
に
向
か
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
自
己
の
非
存
在
論
の
方
向
に
も
探
究
す
べ
き
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
学
の
危
機
と
超
越
論
的
現
象
学
』
第
五
三
節
な
ど
で
「
主
観
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
問
題
系
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
「
主
観
は
世
界
の
中
に
い
る
」
と
い
う
こ
と
と
、
「
主
観
は
世
界
に
対
し
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
、
あ
る
い
は
、
構
成
的
な
超
越
論
的
現
象
学
で
は
、
「
超
越
論
的
主
観
性
の
中
で
、
世
界
が
構
成
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
と
の
パ
ラ
ド

こ
の
こ
と
は
、
第
二
節
の

1
で
の
、
自
己
と
世
界
と
の
関
係
と
い
う
問
題
と
同
じ
系
列
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

る
」
か
ら
認
識
を
碁
礎
づ
け
よ
う
と
し
、

明
証
的
で
は
な
い
世
界
を
懐
疑
に
入
れ
よ
う
と
す
る
場
合
、
自
己
は
、
内
世
界
的
な
存
在
者
で
あ

る
か
ら
、
自
ら
自
身
も
懐
疑
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、

る
。
そ
し
て
、
超
越
論
的
観
視
者
自
身
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
て

と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

明
証
的
な
「
私
は
存
在
す

J

の
観
視
者
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
事
柄
（
存
在
の
最
終
的
な

ア
の
定
式
の
仕
方
に
、
あ
る
種
の
判
明
さ
が
あ
る
と
考
え
る
。
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一
方
、
非
存
在
論
の
立
場
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
経
験
的
自
我
は
、
身
体
を
持
っ
て
い
る
以
上

こ
の
問
題
に
対
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
自
己
を
二
分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
。

界
の
中
に
存
在
し
て
い
る
が
、
主
観
と
し
て
の
超
越
論
的
な
存
在
で
あ
る
自
己
は
、

象
学
の
「
構
成
」
の
問
題
系
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
超
越
論
的
主
観
性
が
、
自
ら
を
、

し
か
し
、
主
観
と
し
て
の
自
己
や
、
構
成
論
的
な
超
越
論
的
主
観
性
自
身
は
、

れ
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら
自
身
は
、
未
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
自
己
が
最
終
的
に
未
規
定
で
あ
れ
ば
、
「
志
向
性
」
や
「
構
成
」

に
お
い
て
自
己
と
本
質
的
に
関
係
し
て
い
る
考
え
ら
れ
る
「
世
界
」
も
未
規
定
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

的
な
存
在
と
み
な
さ
れ
、

し
た
が
っ
て
、
存
在
の
理
解
の
地
平
の
中
に
お
り
、

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
非
存
在
的
な
自
己
が
「
越
え
て
い
る
」

そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
超
越
論
的
現

世
界
化
し
時
間
化
す
る
こ
と
に

現
象
学
的
な
反
省
に
よ
っ
て
、

そ
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら

―
つ
の
客
観

そ
し
て
、
槻
界
の
中
に
存
在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
う
る
。
他

方
、
非
存
在
的
な
「
主
観
」
と
し
て
の
自
己
は
、
超
越
論
的
観
視
者
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

(II,
1
7
7
)

、
世
界
を
越
え
出
て
浮
遊

の
は
、
存
在
の
「
理
解
の
地
平
そ
れ
自
身
」
な
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り

で
、
こ
の
自
己
は
、
存
在
と
理
解
さ
れ
る
世
界
を
越
え
て
い
る
が
、
し
か
し
、
「
無
世
界
的
」
で
あ
る
な
ど
と
言
う
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
で

(19) 

あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
あ
る
―
つ
の
領
域
の
中
に
含
ま
れ
る
／
含
ま
れ
な
い
と
い
う
仕
方
に
よ
っ
て
、
自
己
を
全
体
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
自
己
が
様
々
な
領
域
に
跨
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
自
己
と
は
端
的
に

非
領
域
的

(aー

regional)

な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
時
間
の
問
題
系
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
客
観
化
さ
れ
う
る

経
験
的
な
自
己
は
、
時
間
の
中
に
い
る
と
い
え
る
が
、
主
観
と
し
て
の
自
己
は
、
客
観
と
同
じ
よ
う
に
時
間
の
中
に
い
る
と
は
適
切
に
は
い

よ
っ
て
、
内
惟
界
的
な
経
験
的
な
自
己
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
客
観
と
し
て
の
自
己
は
、
世
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え
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
自
己
を
一
方
的
に
規
定
し
な
い
こ
と
は
、
『
第
一
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
改
定
稿
に
お
い
て
目
指
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
、
自
然
的
態
度
に
お
い
て
予
め
与
え
ら
れ
て
い
る
索
朴
な
先
入
見
の
「
破
壊
」
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

越
論
的
な
立
場
の
自
己
を
直
接
に
規
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
‘

か
に
し
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
に
、
知
ら
れ
た
も
の
か
ら
知
を
考
え
て
い
く
と
い
う
道
が
開
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、

あ
り
、
戦
後
、

ヘ
ー
ゲ
ル
、

（
知
ら
れ
て
い
る
）
」
と
い
う
こ
と
に
見
出
そ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
超

そ
の
自
己
に
お
い
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
自
己
の
特
徴
を
明
ら

そ
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
存
在
の
思
惟
」
に
取
り
組
む
の
で
あ
る
。

注(
1
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E. Fink, 
VI. 
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H
u
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e
r
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n
a
 
D
o
k
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n
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d
.
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K
l
u
w
e
r
,
 
1988. 
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お
、
こ
の
巻
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二
部
で
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い
る
。
以
下
、
こ
の
巻
か
ら
の
引
用
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、
そ
の
部
数
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ロ
ー
マ
数
字
と
、
頁
数
と
を
並
べ
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本
文
中
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表
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す
る
。

(
2
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し
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っ
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我
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、
フ
ィ
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ク
独
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張
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。
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栽
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1

ハ
デ
ヘ
カ
勺

ル
ト
的
省
察
』
の
構
想
の
基
盤
と
な
り
、
ま
た
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
と
も
接
す
る
よ
う
な
フ
ィ
ン
ク
の
思
惟
を
取
り
上
げ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

な
お
、
三

0
年
代
の
フ
ィ
ン
ク
独
自
の
発
想
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
次
の
文
献
を
参
照
。

R
・
プ
ル
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ナ
「
現
象
学
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形
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上
学
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道
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酒
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潔
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す
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S
 • 

22-23. 
同
書
に
よ
れ
ば
、
フ
ッ
サ
ー
ル

フ
ィ
ン
ク
は

く
、
「
最
も
一
般
的
で
最
終
的
な
存
在
の
理
解
の
地
平
」
が
「
あ
る

本
稿
に
お
い
て
我
々
は
、
非
存
在
論
的
な
圏
域
に
着
目
し
て

い
わ
ゆ
る
「
超
越
論
的
な
立
場
」

ヘ
ー
ゲ
ル
が
歩
ん
だ
道
で

の
根
拠
を
、
構
成
的
な
問
題
系
で
は
な
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が
『
第
六
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
の
内
容
と
し
て
望
ん
で
い
た
の
は
、
再
想
起
の
明
証
や
そ
の
他
の
超
越
論
的
反
省
に
つ
い
て
の
批
判
で
あ
っ
た

ら
し
い
。

ibid.

s. 
9
6
.
 

(5)E• 

F
i
n
k
 
^^
 
D
i
e
 p
h
a
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
s
c
h
e
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
 
E
d
m
u
n
d
 H
u
s
s
e
r
 ls 
in d
e
r
 g
e
g
e
n
w
a
r
t
i
g
e
n
 K
r
i
t
i
k
 
(
1
9
3
3
)
 "
,
 
in S
t
u
d
i
e
n
 

筵
r
p
h
登
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
1
9
3
0
'
]
 9
3
9
,
 
M
a
r
t
i
n
u
s
 N
i
j
h
o
f
f
, 
1
9
6
6
,
 

S
.
 
104. 

(
6
)
 
E. 
H
u
s
s
e
r
l
,
 E
r
s
t
e
 P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
 (
1
9
2
3
/
 2
4
)
 Z
w
e
i
t
e
r
 
Tei!, 
H
u
s
s
e
r
l
i
a
n
a
 
B
d
.
 
VIII, M
a
r
t
i
n
u
s
 
Nijhoff, 
1
9
5
9
.
 

特
に
、

s.
6
8ー

1
1
2
.
 

(
7
)

『
追
悼
』
で
は
こ
の
こ
と
は
、
お
よ
そ
「
志
刷
性
」
の
開
示
と
い
う
局
面
に
相
当
す
る
。

(
8
)
 cf• 

K
.
 
H
e
l
d
,
 
L
e
b
e
n
d
i
g
e
 G
e
g
e
n
葵
ミ
、
[
•
M
a
r
t
i
n
u
s
 
Nijhoff, 
1
9
6
6
.
 

(
9
)
 
ibid. 
S. 
1
4
2
.
 

(10)

フ
ィ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
超
越
論
的
観
視
者
の
設
立
と
と
も
に
、
エ
ポ
ケ
ー
が
終
わ
り
、
自
然
的
態
度
に
お
け
る
自
我
が
復
活
す
る
。
と
い
う

の
は
、
構
成
的
な
超
越
論
的
主
観
性
の
解
明
に
は
、
こ
の
主
観
性
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
自
我
や
世
界
を
、
ま
ず
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
を
観
察
す
る
超
越
論
的
観
視
者
は
存
在
信
憑
を
停
止
し
て
い
る
。
以
上
の
叙
述
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
方
法

を
よ
り
明
瞭
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。

(11)

フ
ィ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
超
越
論
的
観
視
者
は
、
「
あ
る
存
在
の
地
盤
」
に
お
り
、
「
あ
る
認
識
の
関
心
の
中
で
」
機
能
し
て
い
る
(
I
I
,
1
7
7
)

。

ま
た
、
『
第
ニ
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
改
定
稿
の
主
題
は
、
超
越
論
的
世
界
経
験
か
ら
超
越
論
的
泄
界
構
成
へ
の
還
元
で
あ
る
が
、
超
越
論
的
主
観

性
自
身
は
、
十
分
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ィ
ン
ク
に
よ
れ
ば
超
越
論
的
主
観
性
は
、
世
界
の
中
に
は
な
い
(
I
I
,
1
9
8
)

。

(12)

序
文
案
の
フ
ィ
ン
ク
の
証
言
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
(

I

,
 1
8
3
)

、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
超
越
論
的
観
視
者
自
身
も
、
経
験
的
自
我
と
同
様
に
、
超

越
論
的
主
観
性
の
自
己
客
体
化
に
よ
っ
て
最
終
的
に
は
説
明
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

(13)

こ
の
目
的
論
に
お
い
て
、
世
界
を
構
成
す
る
超
越
論
的
主
観
性
は
、
機
能
（
「
構
成
」
）
し
て
い
る
の
み
で
あ
れ
ば
、
「
即
自
的
」
で
あ
り
、
超

越
論
的
観
視
者
が
そ
れ
を
観
察
す
る
と
「
対
自
的
に
」
な
る
(
I
I
`

1
8
9
)

。
こ
の
よ
う
に
超
越
論
的
観
視
者
を
通
じ
て
、
「
絶
対
者
」
あ
る
い
は
「
精

神
」
が
自
覚
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
こ
の
泄
で
現
象
学
を
行
う
こ
と
は
、
こ
の
絶
対
者
の
自
覚
の
過
程
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
絶
対
者
、
あ

る
い
は
超
越
論
的
生
か
ら
述
べ
れ
ば
、
こ
の
生
は
、
祉
界
構
成
的
な
超
越
論
的
主
観
性
と
超
越
論
的
観
視
者
に
二
分
さ
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
(

I

,
2
2
)

。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
超
越
論
的
観
視
者
が
何
に
帰
属
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
保
留
し
て
お
く
。
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理
解
の
全
体
的
な
地
平
が
含

(14) 

E. 
F
i
n
k
 ^^
 
D
i
e
 Idee d
e
r
 T
r
a
n
s
c
e
n
d
e
n
t
a
l
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
 bei 
K
a
n
t
 u
n
d
 in 
d
e
r
 P
h
a
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
"
 in 
Niihe u
n
d
 Distanz, 
S. 

7
-
4
4
.
 

(15)

こ
の
序
言
は
、
『
第
六
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
が
教
授
資
格
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
一
九
四
五
年
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
五
年

の
講
演
に
お
い
て
、
存
在
を
越
え
て
問
う
こ
と
の
方
向
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
4
2ー

4
3
)

。
こ
の
方
向
が
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
は
、

「
あ
る
圏
域

(
S
p
i
e
l
r
a
u
m
)
が
出
現
す
る
こ
と
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
圏
域
に
お
い
て
‘
存
在
は
、
あ
る
理
解
の
地
平
に
基
づ
い
て
企
投
さ

れ
る
。
こ
の
地
平
は
、
存
在
に
属
し
存
在
の
中
に
留
ま
っ
て
い
る
全
て
の
地
平
を
越
え
て
い
る
の
で
あ
る
」
。
こ
れ
は
、
序
言
の
第
一
の
ア
ポ
リ

ア
に
相
当
す
る
。

(16)

超
越
論
的
観
視
者
は
、
『
第
一
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
改
定
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
考
察
の
主
題
を
「
現
象
」
、
ま
た
は
「
相
関
者
」
と
し
て
所

持
し
て
い
る
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
(II
,
 
1
8
3
)

。
こ
の
表
現
に
お
い
て
は
、
超
越
論
的
観
視
者
は
、
志
向
的
な
意
識
に
類
似
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
超
越
論
的
な
反
省
の
中
に
い
る
の
で
、
原
理
的
に
は
区
別
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
志
向
性
に
基
づ
い
て

表
現
さ
れ
る
事
態
よ
り
も
、
超
越
論
的
観
視
者
自
身
は
、
そ
の
非
存
在
的
な
根
拠
か
ら
規
定
さ
れ
る
ほ
う
が
適
切
に
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(17)

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
我
々
は
、
第
二
の
ア
ポ
リ
ア
が
関
わ
っ
て
い
る
「
構
成
」
の
問
題
系
を
否
定
し
て
し
ま
う
つ
も
り
は
な
い
。
フ
ィ
ン
ク

と
共
に
(
4
4
)

、
「
存
在
生
成
論
的
な
形
而
上
学
」
の
可
能
性
の
決
定
は
留
保
し
て
お
く
。

(18)

「
非
存
在
」
、
「
非
存
在
論
」
の
意
味
は
、
三

0
年
代
の
フ
ィ
ン
ク
に
お
い
て
は
、
主
に
、
絶
対
的
な
「
精
神
」
に
関
わ
る
概
念
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
（
例
え
ば
、

I

,
 1
8
3
)

が
、
我
々
が
行
っ
て
い
る
よ
う
に
超
越
論
的
観
視
者
に
適
応
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、

超
越
論
的
観
視
者
も
、
そ
も
そ
も
は
内
世
界
的
な
存
在
者
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
非
存
在
」
と
は
、
「
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
対
象
的
な
も
の
を
想
定
さ
せ
や
す
い
「
存
在
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
は

捉
え
に
く
い
事
態
を
示
し
て
い
る
。
最
も
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
最
も
概
念
的
に
把
握
し
に
く
い
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

「
非
存
在
」
は
、
「
先
存
在

(
V
o
r
-
S
e
i
n
)
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

(
I
,
8
5

な
ど
）
。
こ
れ
は
、
「
存
在
へ
の
傾
向
」

(
I
,
2
3
)

、
つ
ま
り
、
超
越

論
的
な
生
の
（
時
間
化
的
）
自
己
構
成
の
視
点
か
ら
考
え
ら
れ
た
規
定
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
中
で
の
、
非
存
在
的
な
自
己
の
在
り
方
は
、
生
き
生
き
と
し
た
現
在
の
「
た
ち
と
ど
ま
る
今
」
と
し
て
の

自
己
の
非
時
間
的
な
在
り
方
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(19)

非
存
在
論
の
立
場
は
、
超
越
論
的
観
視
者
の
「
見
る
」
と
い
う
こ
と
や
「
知
る
」
と
い
う
こ
と
に
は
す
で
に
、
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ま
れ
て
い
る
と
み
な
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
知
の
具
体
的
な
内
実
の
概
念
的
な
把
握
は
、
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。




